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問　農業者人口、柑橘出荷量と

もに減り続け、いたるところで荒

廃農地を見かけます。一番の原因

は、農業者に対する所得向上対策

が不十分なためだと考えます。

　現農業者、後継者、新規就農

者が夢をもって栽培できる環境

をつくるため、すべての関係機

関が一丸となって取り組むべき

だと考えますが町としての支援

を伺います。

問　自然災害が頻度を増す昨

今、消防団は地域の安全確保に

大きく貢献しており、その重要

性は高まっています。消防団の

あり方について、全国の自治体

においても組織再編が重要な課

題となっていますが、本町の認

識を伺います。

　また、消防団再編検討委員会

等を立ち上げ、より機動力のあ

る持続可能な地域防災力を確立

するよう求めます。

答　農家数の減少を防ぐには親

族などによる事業承継や新規就

農者の確保に頼る部分が多く、

今後とも行政として支援できる

ところは検討していきたい。

　既に関係機関と連携対応をし

ていますが、既存の対策チーム

に農業者を含めるなど今後もい

ろいろと工夫を凝らしながら引

き続き支援を行います。

答　小規模な地域では人口減少、高

齢化の加速が大きく、団員の確保が

困難で、分団を維持していくことが

厳しく、消防団組織の再編が喫緊の

課題であると認識しています。

　消防団幹部会議で、組織再編のイ

メージ案を提示しましたが、今後は

各分団の意見を集約し協議を行うと

ともに、地域住民の理解を得られる

形での消防団のあり方を考えてまい

ります。

消防団組織再編の重要性の認識は？

農業者減少に対する町の認識は？

町　長

町　長

空家対策の実績と次の一手は？ 町　長

消防団員の皆さん

に、現状等のアン

ケート調査を！

公民館活動など日常の

中で空家管理の情報に

触れることが考えるき

っかけになるのでは？

厳しい現実を認識

し、これまでの支援

を分析・検証し、速

やかに行動していた

だきたい。

白鳥法子議員
しら とり のり　こ

岡﨑裕一議員
おか ざき ゆう いち

問　「空家等対策計画」（R5.3策定）に沿

った施策について、実績と効果、今後

の課題について伺います。

　また、不動産の相続登記が義務化さ

れ、「管理不全空家」も認定されれば法

に基づく指導・勧告、固定資産税等の

特例解除の対象となります。所有者か

らの自発的相談や町からの指導等以外

に、所有者に活用を呼びかけることが

より重要になると考えるので、地域や

民間事業者の協力も得ながら普及啓発

する予定はありませんか？

答　空家バンクは、年々増えており、管理

不全の空家等には適正管理のお願いを、法に

基づき認定した「特定空家」３件には、指導

等を行っています。危険空家解体に対する

補助も、相談・調査が53件、補助決定も14

件。除去が進められ、問題のある空家の数

は確実に減少していると認識しています。

　空家問題は複数の法律知識が必要なた

め、担当職員のスキルアップが課題です。

また、自治会からは管理不全の空家の情報

提供のみでしたが、利用促進についても取

り組み・連携を考えていきたい。

地域や民間業者の活用を検討。

喫緊の課題と認識。

今後も行政として支援できる範囲で検討したい。

尾元　武議員
 お　もと 　 たけし
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